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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期
累計期間

第32期
第２四半期
累計期間

第31期

会計期間

自平成24年
９月１日

至平成25年
２月28日

自平成25年
９月１日

至平成26年
２月28日

自平成24年
９月１日

至平成25年
８月31日

売上高（千円） 3,787,573 3,667,917 7,009,142

経常利益（千円） 138,688 209,912 65,218

四半期（当期）純利益（千円） 80,291 108,081 29,353

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 409,796 409,796 409,796

発行済株式総数（株） 9,154,442 9,154,442 9,154,442

純資産額（千円） 2,312,684 2,331,945 2,263,107

総資産額（千円） 4,429,431 4,775,470 4,655,551

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.97 13.42 3.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 5

自己資本比率（％） 52.2 48.8 48.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△52,117 207,933 △165,673

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△65,941 2,299 △156,491

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
50,452 △53,902 288,706

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
285,016 475,585 319,253
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回次
第31期

第２四半期
会計期間

第32期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
12月１日

至平成25年
２月28日

自平成25年
12月１日

至平成26年
２月28日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.83 2.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社には関連会社が１社存在しますが、損益及び利益剰余金

等からみて重要性が乏しいため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　　

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

  当第２四半期累計期間における我が国経済は、円安・株高傾向により、企業業績の回復、個人消費の持ち直し

等、明るい兆しが見られました。その一方、原材料等の価格上昇や新興国経済の成長鈍化等の懸念もあり、国内

景気の先行きには不透明感も一部残っております。

 このような環境の中で、ショッパー（買い物客）の視点に立った効果的なプロモーション活動を実践し、店頭

プロモーション事業、ＰＯＰギャラリー事業を強化し、デジタル分野と連動した高付加価値企画提案活動に注力

してまいりました。

 自社企画製品は、年末・クリスマス商戦やｅコマース（オンラインショップ）を利用した受注増加等に注力し

ましたが、売上高は607百万円（前年同四半期比0.8%減）となりました。

 別注製品は、製品製作に関連する企画料・デザイン料等の役務売上は堅調に推移しましたが、採算重視の取引

推進を継続したことや、大口のスポット受注減が影響したこと等により、売上高は1,911百万円（前年同四半期比

10.9%減）となりました。

 商品は、イベント商品の売上が堅調であったこと等により、売上高は1,149百万円（前年同四半期比11.4%増）

となりました。

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,667百万円（前年同四半期比3.2%減）となりました。

 一方損益面では、売上総利益率が改善したことや、販売費及び一般管理費の削減等により、営業利益は207百万

円（前年同四半期比52.7%増）、経常利益は209百万円（前年同四半期比51.4%増）、四半期純利益108百万円（前

年同四半期比34.6%増）となりました。

 なお、当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、セグメント情

報の記載を省略しております。

　

(2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間の総資産は、前事業年度比119百万円増加し4,775百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金が156百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が73百万円減少したこと、商品及び

製品が71百万円増加したこと等により、前事業年度比108百万円増加の2,953百万円となりました。

　固定資産は、有形固定資産が10百万円減少したこと、無形固定資産が24百万円増加したこと等により、前事業

年度比11百万円増加の1,822百万円となりました。 　

　流動負債は、短期借入金が50百万円減少したこと、未払法人税等が78百万円増加したこと、賞与引当金が61百

万円減少したこと等により、前事業年度比16百万円減少の1,649百万円となりました。

　固定負債は、長期借入金が52百万円増加したこと、役員退職慰労引当金が８百万円減少したこと等により、前

事業年度比67百万円増加の794百万円となりました。

　純資産は、前事業年度比68百万円増加の2,331百万円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度に比べ156百万円増

加し、475百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は207百万円（前年同四半期は52百万円の使用）

となりました。これは、税引前四半期純利益209百万円を獲得したこと、賞与引当金の減少額61百万円、売上債権

の減少額73百万円及びたな卸資産の増加額66百万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果得られた資金は２百万円（前年同四半期は65百万円の使用）

となりました。これは、投資有価証券の売却による収入１百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は53百万円（前年同四半期は50百万円の獲得）

となりました。これは、短期借入金の純減少額50百万円、長期借入れによる収入100百万円及び長期借入金の返済

による支出52百万円があったこと等によるものです。 

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、25百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年４月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,154,442 9,154,442

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 9,154,442 9,154,442 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年12月１日～

平成26年２月28日
― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

 6/16



（６）【大株主の状況】

 平成26年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 浅野　薫  岡山市南区 2,230,676 24.36

 アルファ社員持株会  岡山市中区桑野709－６ 874,600 9.55

 藤井　昌博  岡山市東区 728,574 7.95

 株式会社トマト銀行  岡山市北区番町２丁目３番４号 390,000 4.26

 有限会社アサノコーポレイショ

 ン
 岡山市南区新保1319番地の５ 328,174 3.58

浜崎　正行  岡山市東区 270,200 2.95

 高尾　宏和  岡山市北区 200,000 2.18

 鈴木　荘平  香川県高松市 151,000 1.64

 山陽アルファ株式会社  岡山市北区内山下２丁目５－５ 100,000 1.09

 株式会社中国銀行  岡山市北区丸の内１丁目15－20 99,000 1.08

計 － 5,372,224 58.68

　（注）上記のほか、自己株式が1,106,444株あります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,106,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,008,000 8,008 －

単元未満株式 普通株式　   40,442 － －

発行済株式総数 9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,008 －

 

②【自己株式等】

 平成26年２月28日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山市中区桑野

709－６
1,106,000 － 1,106,000 12.08

計 － 1,106,000 － 1,106,000 12.08

　

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年12月１日から平成26

年２月28日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年９月１日から平成26年２月28日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 955,259 1,111,591

受取手形及び売掛金 1,180,887 1,107,219

商品及び製品 534,110 605,679

仕掛品 32,301 27,279

原材料及び貯蔵品 3,218 3,371

その他 142,154 100,607

貸倒引当金 △3,200 △2,600

流動資産合計 2,844,731 2,953,148

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 265,167 259,022

土地 934,336 934,336

その他（純額） 61,210 57,118

有形固定資産合計 1,260,714 1,250,478

無形固定資産 26,631 51,286

投資その他の資産

その他 524,037 521,676

貸倒引当金 △564 △1,118

投資その他の資産合計 523,473 520,557

固定資産合計 1,810,819 1,822,321

資産合計 4,655,551 4,775,470

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 856,207 881,128

短期借入金 350,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 78,375 73,331

未払法人税等 6,578 85,350

賞与引当金 89,700 28,700

その他 285,295 280,985

流動負債合計 1,666,156 1,649,495

固定負債

長期借入金 122,101 174,617

退職給付引当金 138,468 144,234

役員退職慰労引当金 423,078 414,603

その他 42,638 60,574

固定負債合計 726,286 794,029

負債合計 2,392,443 2,443,524
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 409,796 409,796

資本剰余金 417,733 417,733

利益剰余金 1,669,311 1,737,150

自己株式 △262,857 △262,953

株主資本合計 2,233,983 2,301,725

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 29,124 30,220

評価・換算差額等合計 29,124 30,220

純資産合計 2,263,107 2,331,945

負債純資産合計 4,655,551 4,775,470
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

売上高 3,787,573 3,667,917

売上原価 2,351,674 2,217,803

売上総利益 1,435,898 1,450,113

販売費及び一般管理費
※ 1,299,827 ※ 1,242,294

営業利益 136,071 207,818

営業外収益

受取利息及び配当金 1,239 1,215

受取手数料 1,147 1,179

投資有価証券売却益 － 651

その他 2,231 1,826

営業外収益合計 4,618 4,873

営業外費用

支払利息 1,797 2,283

為替差損 197 18

その他 6 476

営業外費用合計 2,001 2,779

経常利益 138,688 209,912

税引前四半期純利益 138,688 209,912

法人税、住民税及び事業税 40,908 64,332

過年度法人税等 － 16,250

法人税等調整額 17,488 21,249

法人税等合計 58,396 101,831

四半期純利益 80,291 108,081
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 138,688 209,912

減価償却費 21,358 24,560

貸倒引当金の増減額（△は減少） △634 △45

賞与引当金の増減額（△は減少） △43,800 △61,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33,093 5,765

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,834 △8,474

受取利息及び受取配当金 △1,239 △1,215

支払利息 1,797 2,283

投資有価証券売却損益（△は益） － △651

売上債権の増減額（△は増加） △26,685 73,111

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,651 △66,699

仕入債務の増減額（△は減少） 11,244 24,921

その他の資産の増減額（△は増加） 28,951 7,155

その他の負債の増減額（△は減少） △41,614 △10,536

その他 △126 210

小計 65,217 199,297

利息及び配当金の受取額 1,239 1,379

利息の支払額 △1,767 △2,246

法人税等の支払額 △116,808 △2,535

法人税等の還付額 － 12,038

営業活動によるキャッシュ・フロー △52,117 207,933

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △60,000 －

有形固定資産の取得による支出 △4,613 △3,819

投資有価証券の取得による支出 △868 △518

投資有価証券の売却による収入 － 1,621

長期貸付金の回収による収入 600 －

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 456 456

その他 △1,516 4,559

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,941 2,299

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △6,939 △11,421

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △52,488 △52,528

自己株式の取得による支出 △48 △96

配当金の支払額 △40,071 △39,856

財務活動によるキャッシュ・フロー 50,452 △53,902

現金及び現金同等物に係る換算差額 126 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △67,480 156,331

現金及び現金同等物の期首残高 352,497 319,253

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 285,016 ※ 475,585
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年９月１日
至 平成25年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年９月１日
至 平成26年２月28日）

給料及び手当 602,855千円 596,449千円

賞与引当金繰入額 29,953 22,185

役員退職慰労引当金繰入額 8,834 8,145

退職給付費用 52,413 24,248

貸倒引当金繰入額 68 7

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年９月１日
至 平成25年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年９月１日
至 平成26年２月28日）

現金及び預金勘定 866,016千円 1,111,591千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △581,000 △636,005

現金及び現金同等物 285,016 475,585

　

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月28日

定時株主総会
普通株式 40,244 ５　　  平成24年８月31日  平成24年11月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年９月１日　至　平成26年２月28日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月27日

定時株主総会
普通株式 40,242 ５  平成25年８月31日  平成25年11月28日 利益剰余金
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（持分法損益等）

　前第２四半期累計期間（自 平成24年９月１日 至 平成25年２月28日）及び当第２四半期累計期間（自 平成25年

９月１日 至 平成26年２月28日）

　関連会社は損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載を省略しております。　

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期累計期間（自 平成24年９月１日 至 平成25年２月28日）及び当第２四半期累計期間（自 平成25

年９月１日 至 平成26年２月28日）

　当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、記載を省略しており

ます。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間

（自　平成24年９月１日
至　平成25年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年９月１日
至　平成26年２月28日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 9円97銭 13円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 80,291 108,081

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 80,291 108,081

普通株式の期中平均株式数（株） 8,048,712 8,048,141

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。  

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

15/16



 独立監査人の四半期レビュー報告書  

   
平成26年４月８

日　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　文彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファの平成25年９月１日から平成26年８月31日までの第32期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年12月１日から平成

26年２月28日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年９月１日から平成26年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成26年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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